
１、これまでのまちライブラリー古代史セミナー
２、もりのみやキューズモールクリスマス会の問題と解答
３、創作された「磐井の乱」と磐井の崩御
⑴『書紀』は「磐井の事績」 を「継体の事績」とした
⑵磐井王家の滅亡は無かった
４、「筑紫君磐井」から「日出る処の天子へ」
⑴磐井崩御とその原因、 ⑵新羅の攻勢と任那滅亡

  ⑶任那復活への筑紫勢力の戦い
5、 「日出ずる處の天子」
  ⑴「日出ずる處の天子」と厩戸皇子・上宮法皇
⑵厩戸皇子は「日出る処の天子」ではない
⑶厩戸皇子は上宮法王ではない
⑷「聖徳太子」のモデルは厩戸皇子でなく多利思北孤
６、 「聖徳太子」の生涯が「九州年号」で書かれていた1
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３、創作された「磐井の乱」と磐井の崩御⑴『書紀』に記す磐井の乱（18回～20回）

１、18回「磐井の乱」は作文：『書紀』の「磐井の乱」は「近江毛野臣の乱」を題材に『芸文類聚』等から引用し「作文」した
もの。①毛野臣は新羅と内通し「加羅騒乱」をおこし任那・加羅の併合を招いた。その毛野臣の「悪行」を磐井の悪行とした。
②磐井が毛野臣の渡海を妨害したのではなく、毛野臣が磐井の渡海を妨害した。＊527年の毛野臣の渡海目的は新羅に奪わ
れた南加羅の復活とするが、南加羅が奪われたのは毛野臣の渡海後の529年・530年で、それも毛野臣の失政の結果（加羅騒乱）とされ

るから、年次が逆転。任那にいる毛野臣が筑紫から大軍を率いて渡海できない。本来は「別人の事績で、530年以降のこと」となる。
２、19回「磐井と継体・毛野臣の入れ替え」：『書紀』本文の継体崩御は『百済本記』の『日本天皇崩御』にあわせ「531
年」とされている、これは「別の書」の534年と異なるうえ、安閑即位（534年）と2年の空白が生じている。これは継体崩御
が「3年繰り上げ」られていることを示す。この繰り上げに伴い527年・528年の「磐井の乱」も3年繰り上がっていて、
530年・531年のこととなる。従って磐井の死は531年となり、「日本天皇崩御」と一致し、「日本天皇」とは「磐井」のこと
となる。また、530年・531年なら新羅に奪われた南加羅奪還のための派兵時期と整合し、527年の「毛野臣の派兵・渡
海」は、530年の「磐井による筑紫からの派兵」と考えられる。
３、20回「磐井討伐令」も作文：「継体の物部麁鹿火への磐井討伐令」は、大伴氏の事績を称賛しており不自然。これは「磐
井の大伴金村への新羅討伐令」を「年次を繰下げ」て、『芸文類聚』等を盗用し改作したもの。本来は、宣化2年（537）に
金村が狭手彦を半島に派遣し、「磐」が「筑紫に留り、其の国の政を執り、三韓に備ふ」との記事。本来「磐」でなく「磐井」

が530年に大伴金村に命じ、狭手彦を半島に派遣した記事が、「宣化2年に繰り下げ」られたと考えられる。
『書紀』の「磐井の乱」は5～6世紀に天皇家が半島を経営、九州と全国を統治したとする為の「創作」だった。

磐井の乱や磐井討伐は、『書紀』編者が年次を動かし、人物を入れ換え、『芸文類聚』等をもとに創作したもの

◆『書紀』継体21年（527）6月に「筑紫国造磐井」が反乱を起こし、任那復興のために継体天皇が半島に派兵しようと
した近江毛野臣の軍を妨げた。そこで継体は物部麁鹿火を送り、22年（528）11月に筑後御井の郡の戦で、遂に磐井を
斬り筑紫・火・豊国を奪還した。磐井の子「筑紫君葛子」は、糟屋屯倉を献って死罪を免れた。

『書紀』に記す「磐井の乱」とは
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◆安閑元年(534）閏12月己卯朔壬午(4日）(略）大伴大連、勅を奉りて宣りて曰く、「(略）故、先天皇、顕号
を建て鴻名を垂れて、広く大きなること乾坤(あめつち）に配(そ）ひ、光華日月に象(かたど）れり。長く駕（ゆ）き遠く撫でて、
横に都の外に逸(こえい）で、区域を瑩(みが）き鏡(てら）して、限り無きに充（み）ち塞（み）てり。上は➊九垓(くがい）(＊九州、或

いは天）に冠らしめ、旁(あまね）く八表(＊地上）に済(わた）す。➋礼を制（さだ）めて功成ることを告し、❸楽(うたまひ）を作(おこ）し
て、治(まつりごと）の定まることを顕す。
⇒安閑元年（534）以前の「天皇（先天皇）」とは、531年記事の「日本天皇」つまり「磐井」のこととなる。
（『書紀』はこれを継体に擬せて「継体の事績を讃える言葉」のように見せている。）

『書紀』安閑元年の金村の奉勅は、「先天皇ー磐井」の事績を讃える追悼の辞

⑵『書紀』は「磐井の事績」 を「継体の事績」とした

この「先天皇」の事績を讃える文章の典拠は、中国南朝梁の裴子野(はいし

や）(469～530）の「丹陽尹湘東王(梁の蕭繹(しょうえき）、後の元帝）善政碑」(｢藝文類聚｣治教部、論政）

で、『書紀』編者が継体の事績を「飾り立てる」ために採用したとされる。
しかし、「継体紀」の中に「善政碑」に記す「礼を制（さだ）め」た事も「楽を
作(おこ）し」た事も書かれていない。つまり「継体の事績ではない事」が「善
政碑」から引用されている。一方、これらは「磐井の事績」にあたる。

そして、ここに述べられた事績は「継体」でなく「磐井の事績」に相応しい

➊「九州年号」制定「先天皇、顕号を建て」九州年号は517年の「継体」
もしくは522年の「善記」から始まり、これは磐井の時代・事績にあたる。
（黄色が磐井の時代。磐井崩御で教倒に改元されている） 5

磐井時代に始まる九州年号



➋「律令」の制定：岩戸山古墳には衙頭・解部・偸人・贓物など「律令」を前提とした石像が見え、 「礼を制（さ

だ）め」たのは磐井だったことが分かる。『漢書』(刑法志第三）には聖帝の事績として「制礼（礼法の制定）」と
「律令制定（立法設刑）」が挙げられている。また522年の九州年号「善記」は、この年に律令が定められた
ことを示す官能性が高い。
❸「楽を作し」：九州年号『二中歴』の「教到」年間(531～535）の「細注」に「舞遊始」と書かれている。
◆『二中歴』教倒 五 元辛亥 舞遊始。また室町・戦国時代の雅楽家（笙）豊原統秋（1450～1524）著の音楽書
『體源抄（たいげんしょう）』 （1512～1515年成立）には九州年号「教倒」年間に舞遊が始まったと記す。
⇒ これは、記事を示す。『隋書』では「楽は五絃、琴、笛有り。（略）王の朝会は必ず儀仗を陳設し、その国楽
を奏す。」とあり、この習俗が磐井の時期に始まったとも考えられよう。これらが「磐井の善政」であり、『書
紀』が「磐井の乱」で描く「悪行」とは対極をなすものと言えよう。また、このように業績が讃えられるからには
「磐井の崩御」は「謀反の結果物部麁鹿火に滅ぼされた」という悲惨なものではなかったことになる。

⑶磐井王家の滅亡は無かった

磐井以降も九州年号や墳墓に石人・石馬の設置儀礼は継続

磐井の墳墓「岩戸山古墳」の石人・石馬は良く知られるが、この儀礼は、5世紀の石人山古
墳、6世紀初頭の岩戸山古墳から、６世紀中葉～後半の武装石人が出土する鶴見山古墳（八
女市全長85mの前方後円墳）と継続しており、そのほか善蔵塚古墳（同市全長90mの前方後円墳・6世紀前半）

乗場古墳（同市全長70mの前方後円墳・6世紀半ば）など100m近い大型前方後円墳が築き続けられ
ている。これは『書紀』が描く「磐井が麁鹿火に討たれ、葛子が糟屋の屯倉を献上して死を
免れ、筑紫はヤマトの政権に吸収された」という世界は創作であることを示す。そして6世紀
末の「阿蘇山がある日出る処の天子」阿毎多利思北孤に続くことになる。

鶴
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古
墳
出
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武
装
石
人

磐井＝九州の大王家の滅亡は無かった
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「磐井の乱」が造作なら
➊ X「継体と麁鹿火の侵攻により磐井王朝は滅亡した」（古田『失われた九州王朝』1973年）とか、

➋X友軍として筑紫内陸部に入った物部軍が「突然挙兵」し磐井を斬った。」しかし半島の派遣軍や肥後の勢
力により鎮圧された。 （古田『法隆寺の中の九州王朝』1984年）

はありえない。
❸ 〇「磐井の乱も継体の乱も、乱そのものも無かった」「磐井の乱全体が虚像である」 『百済本記』の「日本天皇及び太
子・皇子、倶に崩薨」は「同時点での事件ではなく、先例（倭王武の上表にある『にわかに父兄を喪う』等の事件）の可能性がある」 
（『古代に真実を求めて』第8集2005年）。
⇒「『書紀』に記すような磐井の乱」はなかったとするのは正しいが、ただ531年の日本天皇崩御は磐井崩御と考えられ
「同時点で磐井崩御に繋がる事件」があったことは確かだ。

❹「半島での戦死」中国は梁（502～557）の時代の出来事。 ＊『百済本記』に日本天皇及び太子・皇子、倶に崩薨り

ます⇒ 目頬子派遣後も南加羅復活は成就せず、逆に磐井没後の532年に金官国が新羅に帰順している。そこから、対新
羅戦の劣勢の中で、磐井が「祖彌躬ら甲冑を環き、山川を跋渉し、寧処に遑あらず。」という「倭王武」の上表にあるとおり、
結局自ら半島に出兵し531年戦死したことも推測される。「倭王武」の上表では「済（父）と興（兄）がともに死んだ」とあ
り、『梁書』には済と興は親子とあるから、磐井を「皇子」とすれば、済ー太子興ー皇子磐井の崩御となる。

❺（その他）九州内での騒乱：大伴金村や「目頬子（狭手彦）」ら磐井の大軍が半島に出兵し、磐井が「筑紫に留」って
いたなら、九州勢力内でのクーデターで「磐井と太子・皇子が倶に崩薨る」という事態は起こり得る（裏付け資料は無いが）。た
だ、葛子は筑紫君として在位し、後継者が磐井を賛美、石人を飾る風習も継続しているため磐井王朝は存続している。

「磐井の死」ー「筑紫の大王磐井」は新羅討伐を果たせず崩御した

磐井以降任那は滅亡、半島の利権を失うが、『書紀』には任那防衛戦での「筑紫勢力」の活躍が記されている

４、「筑紫君磐井」から「日出る処の天子へ」⑴磐井崩御とその原因
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４、「筑紫君磐井」から「日出る処の天子へ」⑵新羅の攻勢と任那滅亡

新羅・高句麗の攻勢で混乱する半島情勢

分断される「反新羅連合」ー頓挫する任那復興

欽明２年（541）に聖明王は、倭国王（『書紀』では天皇）による任那復活要請への対応を任那諸国の王たちに諮る。し
かし諸国は「（任那復興を）再三新羅と協議したが（良き）答は得られない。天皇の意図に言葉を差し挟むつもりはないが
（「誰か敢えて間（いな）び言さむ」）、任那の境は新羅に接しており、（事を荒立てて）卓淳（とくじゅん）等の国のように滅亡する
のを恐れる。」と答え同意しなかった。（＊卓淳国等は530年ごろに新羅に併合されている）
同年7月には「安羅の日本府は新羅と計（はかりこと）を通じていた、任那と新羅が策を運（めぐら）していた」とあり、日本府の
的臣（いくはのおみ）に至っては欽明5年（544）に新羅の衣冠を着ていたと書かれている。（倭国・任那側に対新羅強硬派と
和合派の存在を示唆）。高句麗は欽明7年（546）の陽原王即位以降南進策を進め、百済・新羅を脅かす。これに対し、欽
明12年（551）に聖明王は新羅と共に高句麗を討つが、新羅は欽明14年（553）に、逆に高句麗と結んで百済を攻める。

512年：任那防衛を百済に要請するため阿花王時代に奪った百済南西の四県（栄山江一帯）を百済に返
還（このころ九州様式古墳が消滅⇒百済に進出していたのは九州・筑紫勢力だったことを示す）

529年：「毛野臣の誤り」で新羅の南加羅・喙己呑併合を招く
531年：磐井崩御（『百済本記』「日本天皇及び太子・皇子、倶に崩薨ります」）
532年：任那加羅（金官加羅）滅亡。＊金官国主金仇亥と妃及び三子（奴宗・武德・武力＊金庾信の祖父）、
国帑と寳物を以て（＊新羅に）來て降る。⇒磐井の敗北が推測され、筑紫の勢力の退潮が進む。

537年～：新羅の任那攻撃の激化。540年9月「新羅討伐軍の規模・陣容を検討」⇒新羅を討つに
は大軍の派遣が必要との奏上。

541年：百済に新羅討伐による任那復興を要請。しかし、任那諸国も同意せず、百済は行動せず。

磐井の敗死を見た
金仇亥は倭国に見
切りをつけたことに
なりますね。
倭国は百済を引き
留め、新羅戦に動員
するため必死の工
作です。

磐井崩御後の九州王朝

百済も任那諸国も倭国との距離を置く
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『書紀』欽明紀は「新羅」の語が94回、「高麗」が35回記されるように大半が新羅・高句麗との戦い記事で占められてい
る。『書紀』はこれらはヤマトの天皇の事績のように記す。 しかし半島での戦い記事に欽明・用明・敏達はもちろん皇子・皇
族の名は見られない。一方「半島で活躍した」のは、筑紫の軍・勇士や筑紫君・筑紫国造、百済王即位を助けたのも筑紫勢
力。 6世紀後半に半島支配の復活のため高句麗・新羅に大軍を派兵したのは九州の勢力（九州王朝）だったと考えられる。

こうした混迷の中、半島に大軍を派遣し戦ったのは「筑紫の勢力」だった

百済の対高句麗・新羅戦を支援した九州の勢力（九州王朝）

551年：百済に麦千石送る。大伴連狭手彥が百済と共に高句麗を討伐し、宮城（平壌）深く進攻し王を追い、多大な戦利
品を獲得する大勝利を挙げる。百済は「新羅・任那」と共に高句麗と戦い漢城回復、平壌に侵攻する＊『書紀』では欽明23
年（562）とするが、「一本の11年」明要11年（551）とするのが史実に合っている。「一本に云はく、十一年、大伴の狭手
彥の連、百済国と共に、高麗の王陽香（ようこう）を比津留都（ひしるつ）に驅（お）ひ却（しりぞ）くといふ。」

552年：新羅は逆に高句麗と連合し、百済と任那を攻める。新羅は漢城に入城、百済は漢城・平壌を放棄し、倭国に支援
を要請。仏像や経典を贈り、ヤマトの王家にも伝来する。

553年：百済に良馬２頭・船２隻・弓矢各50贈る。

554年：欽明15年に百済は筑紫の内臣らに対新羅支援を要請。九州勢力が半島で活躍。
①「筑紫の内臣」は「助けの軍、数一千・馬一百匹・船四〇隻」の舟師を率い出兵。
➁ 同年１2月「筑斯物部」莫奇委沙奇（まがわさか） が火箭で戦い函山（かむむれ）城落城に貢献。
③ 同年同月 「竹紫の嶋の上の諸の軍士（いくさ）」 「筑紫国造」鞍橋君（くらぢのきみ）が活躍。

556年：欽明17年。百済王子恵を「筑紫国の舟師」や「筑紫火の君、（筑紫君の児で火中君の弟）」が本国に送る。

562年：新羅により任那滅亡。以後復活しない。（＊実際は532年の出来事か）⇒「日出る処の天子」に繋がる

４、「筑紫君磐井」から「日出る処の天子へ」⑶任那復活への筑紫勢力の戦い

船で馬を運ぶ壁画

大塚古墳（福岡県
嘉穂郡桂川町）

竹原古墳（福岡県
若宮市）

しかし、武力による半島支配回復の試みは失敗
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（次回以降）５、「日出ずる處の天子」 ⑴『隋書』の「日出ずる處の天子」と厩戸皇子・上宮法皇

【『書紀』】その「聖徳太子」とは用明天皇と
穴穂部間人皇女の皇子（厩戸皇子）で、推古
天皇の摂政として憲法17条や冠位12階を
定め、仏教を振興したとする。（『書紀』は東宮聖徳）

【『隋書』】600年に隋の文帝
（楊堅）に、607年に煬帝に
使者を送った「日出る処の天
子」とは「聖徳太子」である。 

【金石文】また「聖徳太子」とは法隆寺
金堂釈迦三尊像光背銘にある、法興32
年（622）2月22日に登遐した「上宮法皇」
で、如来像はその姿を写したものである。

◆『隋書』開皇20年（600）、俀（たゐ）王、姓は阿毎、字は多利思北孤、阿輩（あは）雞彌と号す。使を遣わし闕に詣でる。太子の
名を利歌彌多弗とす。◆『隋書』大業3年（607）其の王多利思北孤、使を遣し朝貢す。使者曰はく、「海西の菩薩天子、重
ねて佛法を興すと聞く。・・その国書に曰く。日出ずる処の天子、書を日没する処の天子に致す。恙なきや、云々。

『隋書』に記す「日出る処の天子」阿毎多利思北孤
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「日出る処の天子」の「通説」ー「聖徳太子で厩戸皇子で釈迦三尊像に記す上宮法皇」だとする

◆『書紀』推古元年（593）四
月己卯（10日）厩戸豐聰耳皇
子を立てて皇太子とす。仍りて
政を錄攝らしむ。以て萬機悉く
委ぬ。橘豐日天皇（用明）の第
二子なり。母皇后を穴穗部間
人皇女という。
◆推古29年（621）2月癸巳
（5日）半夜に厩戸豊聡耳皇子
命、斑鳩宮に薨（かむさ）りましぬ。

談山神社 絹本著色聖徳太子絵伝

太子町キャラクター「太子君」
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